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b)成熟状況の観察には，各手根骨核について， その成熟程度により 1から 5迄の得点を与えた。
その評点基準は次表の如くであって， 時には得点2の前後に夫々 1.5， 2.5の得点を与えたものもあ
る。出現化骨核皆無の場合は0であり，両手緩骨が完成されている時は100となる。
c)化骨指数(骨指数)乙れは総成熟得点/総出現骨核数で，現在出現している化骨核の平均成熟
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第1要量 骨核評点基準 状況を示すものである。化骨指数は両手緩
ー ..白






2 I 1-3の中間 ¢ d)成熟率 (化骨指数× 1∞ 
一日唖日ー一ー 5 
4⑧ その児童の現在出現している骨核の化骨形3 I 梁構造を見る 成が何%の段階iζ迄成熟してきているかを
~ 示すものである。例えば全く完成されたも3-5の中間 のは100必となるが， 骨t支出現の未完成な4 I 隣接骨との関節面の出現 ものは不連続的に変化する性質を持ってい
る。従って同一化脅核数のものについて検




い。 乙のため研究に先立って二次電圧4万5千，5万5千" 6万5千， 7万Voltで撮影した。その結
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第Z表 各種年令の手緩骨喜平点結果
No.1 20カ月男子 No.2 3才6カ月女子 No.3 4才6ff月男子
No. 1 No. 2 No.3 
1)成熟得点 : 左 右 左 右 左 右
有 頭骨 2 2 3 3 3 3 
有鈎骨 2 2 3 3 3 3 
鏡骨頚 1 3 3 3 3 







計 4 5 9 9 11 11 
2)化骨核霊会 : 2 3 3 3 4 4 
3)化骨指数 : (4+5)/(2+3)= 1.8 (9+9)/(3+3)=3.。 (11+11)/(4+4)=2.8 
4)成熟率 : 1. 8X100/5=36(労〕 3.0Xl佃i/5=60(鈎 2.8x1ω/5=56(労)
No.4 5才3カ月女子 No. 5 10才男子
No. 4 No. 5 No.6 
1)成熟得点: 左 右 左 右 左 右
有頭骨 3 3 4 4 5 5 
有鈎骨 3 3 4 4 5 5 
主権 骨F 頭 3 3 4 4 5 5 
三角 骨 2 2 3 3 5 5 
月 状 骨 2 2 3 3 5 5 
大多角傍 3 3 5 5 
小多角骨 3 3 5 5 
舟 状骨 2 2 3 3 5 5 
尺骨頭 1 5 5 
豆状骨 5 5 
計 15 15 28 27 50 50 
2)化骨核数: 6 6 9 8 10 10 
3)化骨指数: (15+15)/(6+6)=2.5 (28+27)/(9+8)3.2 (50+50)/(10十10)=5.。
4)成熟 率: 2.5X1∞/5=50(%) 3.2x1∞1/5=64(%) 5.0x1∞/5=100(96) 
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第3表 評点結 果 の吟味
No. 判 定 者 有頭骨伊鋪陣珂三角脅月状骨|大多角剛、多角骨防省 尺脅頭 豆状脅 傍核数
Y 3 3 3 一 一 一 一 3 
左 I 3 3 3 一 一 一 一 3 
M 3 3 3 一 一 3 
2 一 一 一
Y 3 3 3 一 一 一 一 一 3 
右 I 3 3 3 一 ー 3 
M 3 3 3 一 一 一 3 
一 一 一
Y 3 3 3 2 一 一 4 
左 I 3 3 3 2 一 一 一 4 
M 3 3 3 2 一 一 4 
3 
Y 3 3 3 2 一 一 4 
右 I 3 3 2.5 2 一 4 
M 3 3 3 3 一 一 一 4 
ト一一一一
Y 3 3 3 2 2 1 2 7 
左 I 3 3 3 2 2 2 一 6 
M 3 -3 3 2 2 一 2 6 
4 一 一
Y 3 3 3 2 2 一 1.5 6 
右 I 3 3 3 2 2 一 2 一 6 
M 3 3 3 2 2 一 一 2 一 一 6 
一 一 一 一Y 4 4 4 3 3 3 3 3 1 一 9 
左 I 4 4 4 3 2.5 3 3 3 1 9 
M 4 4 4 3 3 3 3 3 1 9 
5 一 一 一
Y 4 4 4 3 
23 .5 
3 3 3 8 
右 I 4 4 4 3 3 3 3 8 
M 4 4 4 3 3 3 3 3 8 
Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 
左 I 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 
M 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 
6 一
Y 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 
右 I 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10 


















No 同氏名 |審有害鈎Ilfj吾買~*I~tl公害F1~*li*11骨核数fl君臨覇塁察 備 考
1 18: 0 K.T妻4 4 4 3 3 3 2 3 ~ 1 部fs51 3.0 60.0 脳炎後遺症4 4 4 3 3 2 2 2 1 9 
ャ一一一ー
0・T喜217: 5 4 4 4 3 2 3 2 1 一一 ~ 16 お 462.87 57.4. 虚弱児童4 4 4 3 3 2 2 1 8 お
317: 4 K.M妻3 3 3 2 : 8 !22 2.7ふ。気管支鴫怠3 3 3 2 一 11 
4 17:10 T.T i 3 3 3 2 2 1 ~ 11 143。u司e 2.45 49.0 虚弱児童3 3 3 2 2 
518: 5 N.M喜4 4 4 3 3 3 2 2 1 ~ 18 ~ 52 2.88 .57.6 虚弱児童4 4 4 3 3 3 2 2 1 
6 17: 5 M.N喜3 3 3 1 一 一 4 4 8 1020 2.50 50.0 肺動脈弁口狭窄3 3 3 1 10 
717:11 N.M喜4 4 4 4 4 4 3 3 3 1 !~ 20 34 68 3.40 68.0 急性灰白髄炎4 4 4 4 4 4 3 3 3 1 10 
818: 0 H.N妻4 4 4 3 3 3 3 3 2 1 1~ 19 ~~ 60 3.15 63.0 気管支拡張症4 4 4 3 3 3 3 3 3 。9 30 
ト一
9 7・8M.M妻4 4 3 3 3 3 3 3 1 ~ 18 27 53 2.94 58.8 小頭症4 4 3 3 3 3 3 2 1 9 26 
10 7: 6 Y.I者4 4 3 3 2 3 3 3 2 ~ 18 ~Z 54 3.00 60.0 ダウン氏症候群4 4 3 3 2 3 3 3 2 27 
一 一
11 9:11 S.R妻4 4 4 4 4 4 4 4 3 2 !~ 20 ~Z 74 3.70 74.0 ダウン氏症候群4 4 4 4 4 4 4 4 3 2 10 37 
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Summary 
Roentgenog~ph~ç exami~tion of the wrist is a gr伺 taid to the ev~luatipn of 
children's growth and development. The authors have validated the usefulness of 
mass fluoro・roentgenographyof the wTist， and it was found that the assessment of 
maturation stage of each osseou寄 centeris n舵 essary bes~des the enumeration of 
osseous centers. 
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